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お客様各位

PODOLOGECO  または PODOLOGONE をお買い上げいただき、ありがとうござい
ます。RUCK 社製の当製品は、診療室でも外出先でも、常に日常のお仕事を最適にサポ
ートいたします。

お客様に長く当機器をご愛用いただけるよう、弊社では二年の保証期間を設けており
ます。

当製品を初めてご使用になる前に、この取扱説明書を注意深くお読みください。当取
扱説明書は当製品の一部であり、常に器具のすぐそばに保管してください。

責任あるお仕事をこれからも見事に従事されていきますこと、今後のご成功をお祈り
申し上げます。 

敬具 

HELLMUT RUCK GmbH

Copyright
© 2017 HELLMUT RUCK GmbH.All rights reserved.当文書はHELLMUT RUCK GmbH の書面
による事前の許可なしにコピー、変更、複製、翻訳することは許されていません。

HELLMUT RUCK GmbH | Daimlerstraße 23 | D - 75305 Neuenbürg  

web www.hellmut-ruck.de | 電話 +49 (0)7082.944 20 | ファックス +49 (0)7082.944 22 22 

	� Diese Gebrauchsanweisung können Sie in weiteren Sprachen unter nachfolgendem Link herunterladen oder telefonisch anfordern.
	� Tämän käyttöohjeen voitte ladata useilla eri kielillä seuraavasta linkistä tai pyytää tietoja puhelimitse.
	� Puede descargar este manual en diferentes idiomas en el siguiente enlace o bien solicitarlo por teléfono.
	� Instrukcje te mogą być pobierane w innych językach pod poniższym linkiem lub telefonicznie
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	� �この取扱説明書はその他の言語でも以下のリンクでダウンロードしていただくことが可能です。またはお電話でお問い合わせいただければご案
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PODOLOGECO
230 V – バージョン  
製品番号 11011  

115 V – バージョン 
製品番号 11021

PODOLOGONE
230 V – バージョン 
製品番号 11012  

115 V – バージョン  
製品番号11022

PODOLOGECO /// PODOLOGONE

当取扱説明書はフットケア器具 PODOLOGECO（製品番号 11011）および PODOLOG 
ECO- Nr. 11012) - 以下、PODOLOGECO /// ONE と表示。

一般情報、納品内容

取扱説明書に対する説明
Hellmut Ruck GmbH は当取扱説明書を常時変更し補足する権利があるものとしま
す。Hellmut Ruck GmbH は当取扱説明書ができるだけ正確を極め、脱落部分がない
よう、十分注意を払って制作しました。それでも間違いまたは不正確な部分にお気
づきの場合は、どうかご連絡くださいますよう、お願い申し上げます。しかしなが
ら Hellmut Ruck GmbH は、当取扱説明書における間違い、または当取扱説明書の調達
や、当製品の使用中に当取扱説明書を利用することから結果として生じた損害に対し
ては、一切責任を負わないものです。
当取扱説明書は、Hellmut Ruck GmbH が明確に許可を与えない限り、譲渡や補足するこ
とは許されていません。

使用されている記号

		�  これらの記号は、人体または製品に対する危険があることを意味しています。
必ず注意してください。

		  この記号は、大切な注意事項があることを示しています。ここには、製品及	
		  びその使用法に対する追加情報が書かれています。

納品内容

PODOLOGECO /// ONE をご使用になる前に、この取扱説明書を丁寧にお読みくださ
い。納品されたものが完全であることを確認してください。 

納品の対象範囲は、以下の通りです：
PODOLOGECO /// ONE 制御装置
ホースと引き出し付きハンドピース 
フィルタバッグ 1ヶ 
取扱説明書 1冊
器具証明書 1通
清掃用ツール 1ヶ
ハンドピースカバー 1ヶ

		  梱包

梱包は、器具が運搬時に損傷するのを防ぎます。梱包資材は環境に優しく、処分しや
すいことを基準に選択されており、リサイクル可能です。梱包（箱、ポリ袋、ウレタ
ンフォーム）は、メンテナンス目的で返品できるよう、保管しておいてください。 
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1.	機器の説明�

01  制御ユニット
02  ディスプレイ
03  フィルタ用引き出し
04  ホース・ソケット
05  ハンドピース 

製品の説明 製品の説明

PODOLOGECO /// PODOLOGONE

01  通気孔
02  フットスイッチソケット
03  機器用ヒューズ（底部）
04  電源ケーブル

	 電源ケーブルが損傷している場合には機器をただちに電源から外し、絶対に	
	 使用しないでください。

	 電源ケーブルは専門の電気技術員にしか交換できません。
 

MODELL: 

P0D0L0GECO RUCK 
� 11005 

ANSCHLUSSDATEN: 
-230 V/ 50 Hz 250 VA 
Fuse T 1,6 A 

� 11005/ 110 

DIN VDE 0820 ANSCHLUSSDATEN: 

SN: 2 5 0 0 0 5 

-115 V/ 60 Hz 250 VA 
Fuse T 1,6 A „ HELLMUT RUCK GmbH I Daimlerstraße 23 1 D-75305 Neuenbürg 



11| 10 | 

8013312 I 取扱説明書PODOLOG ECO/ONE | REV 05 | 改訂ステータス 11.06.2020 8013312 I 取扱説明書 PODOLOG ECO/ONE | REV 05 | 改訂ステータス 11.06.2020

製品の説明

2.  使用目的に適った使用方法

フットケア器具 PODOLOGECO および PODOLOGONE は、角質削り器、研磨機など
の回転ツールを動かして、手や足の皮膚の角質、肥厚、爪などを除去するためのもの
です。当器具は、以下の仕事を行うために作られています：フットケア、ネイルデザ
イン、美容、ウェルネス

上記以外での使用は使用者本人のリスクで行うものであり、危険となる場合がありま
す。使用目的に適わない使用は人身傷害または物質的損害を招くことがあります。

使用目的に適わない使用方法または間違った操作法により招かれた障害または損害に
関して、製造者はなんら責任を負いかねます。

使用目的に適わない使用法をした場合、または器具の中を開けた場合には、保証請求
権は無効となります。

		  機器および付属品に対し変更、改造を行うことは許されていません。修理の際	
		  には、必要となる安全チェックを繰り返してください。

		�  フットケア器具は、医療/ポドロジー機器としてはご使用になれません。

	 2.1  操作員の必要条件

フットケア器具は、フットケアセラピスト、美容師、ネイルデザイナー、または医療
ではないが相当の作業に熟知し、相当の職業訓練を受けている職業関係者しか、ご使
用になれません。

	 2.2  操作員・顧客の保護
	
	 —	 DIN EN ISO 1797-1 に準じた、直径2.35 mm Øの規格円筒軸タイプ2の最高級の	
		  回転工具だけをお使いください。
	 —	� 回転工具メーカによる取扱説明書および最高回転数、そして同じくメーカー

による清掃、消毒、殺菌に関する指示内容を必ず守ってください。追加情報
は、HELLMUT RUCK GmbHの最新メインカタログにある「回転器具」の項でもご
覧いただけます。 

	 —	� 操作員は、フットスイッチの接続部分とお客様とに決して同時に触れないでく
ださい。

製品の説明

  

10 

1.1.3 DISPLAYWARNHINWEISE 

  

 
 

 

 
„HANDSTÜCK BLOCKIERT!“ - Beim Blockieren 
des Handstückes wird nach ca. 5 Sek. die Mo-
tordrehzahl sowie die Saugturbine abgeschaltet. 
Nach ca. 10 Sek. verschwindet diese Displayan-
zeige und die Handstückdrehzahl kann neu 
eingestellt werden. 
 
„ABSAUGUNG ÜBERHITZT“ - Nach Überschrei-
ten der Lufttemperatur im Saugturbinengehäuse 
wird die Saugturbine sowie das Handstück abge-
schaltet. Nach dem Absenken der Temperatur 
um ca. 10…15 °C verschwindet diese Displayan-
zeige und die Handstückdrehzahl kann neu 
eingestellt werden. 
 
 

1.2 LIEFERUMFANG 

Bevor Sie den PODOLOG ECO / ONE in Betrieb nehmen, lesen Sie bit-
te die vorliegende Gebrauchsanweisung. Bitte prüfen Sie die Lieferung 
auf Vollständigkeit.  
 
Zum Lieferumfang gehören: 
 
PODOLOG ECO / ONE Steuergerät 
Handstück mit Schlauch und Schublade  
1 Staubfilterbeutel  
1 Gebrauchsanweisung 
1 Gerätepass 
1 Reinigungswerkzeug 
1 Handstückauflage 
 

	 1.2  ディスプレイ警告メッセージ	�
	 	

「ハンドピース･ブロック」 - ハンドピースがブロックされ
ると、約 5 秒後にモーター回転数と吸引タービンがスイッ
チオフされます。約10秒後にこのディスプレイ表示が消え、
ハンドピースの回転数をまた新設定することが可能になりま
す。

「吸引部過熱」 - 吸引タービンケース内の空気温度が過熱す
ると、吸引タービンおよびハンドピースのスイッチが切れま
す。温度が約 10～15度下がると、このディスプレイ表示が
消え、ハンドピースの回転数をまた新設定することが可能に
なります。

	 1.3  梱包

梱包は、器具が運搬時に損傷するのを防ぎます。梱包材は環境にやさしく、処分しや
すい素材を選んでおり、リサイクルが可能です。
梱包（箱、ポリ袋、ウレタンフォーム）は、メンテナンス目的で返品できるよう、保
管しておいてください。 

	 1.4  リサイクリング

古くなった器具は電子廃品として処分し、家庭のゴミと一緒にしないでください。フ
ィルタバッグは満杯になったら、一般ゴミに捨ててください。
お住まいの地域で適用されている廃棄規制に従ってください。

		  お住いの国・地域固有の規制に従ってください。
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	 —	� 操作員は、使用中は保護メガネをつけ、口と鼻を保護するためのマスクおよび
手袋をつけてください。

	 —	� 操作員は、治療中、髪の毛、または布、綿類などの固定されていない物体が回
転する工具のそばにないことを確認してください。

	 —	� 毎回使用後は、またはお客様が替わるたびに、工具は消毒し、清掃し、場合に
よっては殺菌することが必要です。これにより病原体が次のお客様に感染する
ことがないようにします。

		  それに適した薬剤は、弊社のカタログ「衛生」の項でご覧いただけます。
	 —	� 汚染している可能性のあるハンドピースや器具の表面は必ず消毒し、清掃して

ください。ハンドピースにはどんな場合にも、決して水・液体が入り込まない
ようにしてください。液体が入り込むと、器具を損傷することがあります。

3.  操作員・顧客の保護

PODOLOGECO /// ONE を使用目的に適った、適切で専門家による使用法でお使いにな
れば、人体に及ぶ危険はわずかに限られます。

	 3.1  操作員の必要条件

当フットケア器具 PODOLOGECO /// ONE は、該当する作業に熟知し、相当の職業訓練
を受けているポドロジスト、フットケアセラピスト、美容師、ネイルデザイナー、医
師または同等の職業関係者しかご使用になれません。 

	 3.2  操作員・顧客の保護

操作員、お客様および第三者を保護するため、以下の点を守ってください：
	 —	� DIN EN ISO 1797-1に準じた、直径 2.35 mm の規格円筒軸、タイプ2の高性能の

回転器具しか使用しないでください。ご使用になる回転器具に関しては、メー
カーのテクニカルデータ、ことに最大回転数および手入れ方法（清掃、消毒、
殺菌）をよくお読みください。追加情報は、HELLMUT RUCK GmbHの最新メイン
カタログにある「回転器具」の項でもご覧いただけます。

	 —	� 操作員は当器具の使用中、必ず保護めがね、鼻と口を保護するマスクをご使用
ください。長髪は束ねるか、髪を保護する帽子等をかぶってくください。

—	� 操作中は、回転する部品に挟まり込む可能性のあるものがケア対象部分に一切ない
ように注意してください。

	 3.3  お客様に対する危険の可能性

病原体を含む可能性のある埃を吸い取ることで、病原体（微生物）感染の危険性は極
めて少なくなります。定期的で丁寧な病歴質問を行うことで、感染の危険を検知する
ことができます。

吸入によるお客様の危険は最小限に抑えられ、免疫不全のお客様の治療が管理しやす
くなります。治療に当たる者はそれでも、作業中は必ず口と鼻をカバーするマスクを
し、保護手袋を使用してください。
		
		�  病原体と接触する作業を行う場合には、その次の作業に取り掛かる前に、病原

体に汚染されていない皮膚や爪の部分は、必ず工具を消毒/殺菌してから、作
業を開始してください。

		  3.3.1  除去した物による危険

粒子（爪の粉や角質表面部分等）の除去による危険は、治療の場所に十分な間隔を取
ることで、僅かであると考えられています。
病原体を含むかもしれない研磨粉塵を吸入してしまう可能性は、高効率な PODOLOG 
ECO / ONE の吸引技術により、最低限に抑えられています。治療前に十分に皮膚を殺
菌することで、感染の危険はさらに低減することが可能です。

		  3.3.2  アレルギーの危険

お客様は通常、PODOLOGECO /// ONE の表面に触れることがありませんが、回転器具
の部品に対するアレルギー反応が発生する危険性がまったくないとはいえません。短
い接触時間（30分以内）であればアレルギーの危険は最低限です。

		  3.3.3  可動部品による危険
回転数が高く、接触圧が高いと、意図せず治療箇所に熱が生じることがあります。最
悪のケースとして、熱の発生により、熱を受けた組織が損傷することがあります。

製品の説明 製品の説明
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製品の説明

お客様が急に動いたり、操作員が不注意だったりすると、皮膚に可動部品が入り込ん
でしまうことがあります。しかし、専門教育を受けた人による正しい使い方をし、常
に目視検査を行なえば、その危険はわずかです。

		  注意！皮膚に器具が入り込むことだけは絶対避けてください！

	 3.4  操作員に対する危険の可能性

病原体を含む可能性のある埃を吸い取ることで、病原体（微生物）感染の危険性は極
めて少なくなります。 
吸入により治療者が感染する危険は、、最低限に抑えられています。 

		  顔/口を保護するためのマスクを着用することを、衛生面からも推奨します。 

		  3.4.1  除去した物による危険

粒子（爪の粉や角質表面部分等）の除去や埃は、治療箇所が近いため、危険となるこ
とがあります。
ページこのリスクを最小化するため、操作員は治療中、必ず保護めがねと鼻と口を保
護するマスクを着用してください。  

		  3.4.2  アレルギーの危険

ハンドピースの物質に対するアレルギー反応がまったく起こらないとは言えません
が、極めてまれであるといえるでしょう。使い捨て手袋の着用を、衛生観点からも推
奨いたします。

		  3.4.3  可動部品による危険

髪、アクセサリー、衣服などが回転する部品に挟まることがあります。怪我を避ける
ため、長い髪は束ねるか、髪を保護する帽子等を着用してください。アクセサリーは
衛生観点からも取り外してください。作業用の服装は、工具に挟まりにくいものを選
んでください。

4.  使用開始

	 4.1  技術上の安全性について

	 —	� 器具を初めてお使いになる前に、電流タイプと電圧が器具の銘板に記されてい
る表示と合致しているか、確認してください。

	 —	 制御装置は平らで、安定した場所に置いてください。 
	 —	� 器具を設置する際、器具の通気口をふさがないようにしてください。
	 —	� 電源ケーブルを潰したり、折ったり、または鋭い角などでこすったりして破損

することがないようにしてください。 
	 —	 水分・液体を決して吸引しないでください。
	 —	� 器具に水分、液体が決して入り込むことがないよう、保護してください。器具

に水分が入り込むと、感電する危険があります！
	 —	� 清掃/メンテナンスの前には必ず器具のスイッチを切り、電源プラグを抜いて

ください。
	 —	 器具を決して水やその他の液体に浸けないでください。
	 —	� 器具に破損や機能障害が生じた場合には、電源プラグを直ちに抜いてくださ

い。
	 —	 修理は、権限のある専門員しか行うことはできません。 
	 —	 器具を開いた場合には、保証請求権は無効となります。
	 —	� 使用される工具の安全機能が保証されるためには、DIN EN ISO 1797-1 に準じ

ていることが必要です。12ページの2.2章「操作員・顧客の保護」を参照して
ください。.

	 —	� PODOLOGECO /// ONE は他の器具のすぐそば、または他の器具と一緒に並べて
使用しないでください。必要であれば、PODOLOGECO /// ONE の使用目的に適
った操作法をチェックしてください。

製品の説明
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		�  記載付属品以外のものを使用することにより、エミッションが増加またはイミ
ュニティが減少することがあります

		   �ハンドピースのホースおよびケーブルで首を絞める危険器具にお子様を近づ
けないようにしてください。

		�  角質削り器などの必要付属品（小部品）を誤って飲み込んでしまう危険  
器具にはお子様が近づかないようにしてください。

		�  器具を使用前後に運搬する場合には、器具用に用意されている包装を使い、機
械的損傷や湿気から器具を保護してください。

		�  家庭内でご使用になる場合には、電源用ケーブルがたとえばペットなどにより
損傷を受け、危険が生じることがあります。

		�  電源用ケーブルは定期的に損傷がないかチェックし、もし損傷が見つかった場
合には、器具のプラグを抜いてください。

		�  家庭内でご使用になる場合には、お子様が器具で遊ぶなどして危険が生じるこ
とがあります。器具にはお子様が近づかないようにしてください。

		�  器具を定期的にチェックし、必要であれば清掃して、害虫などによる被害がな
いように保護してください。

		  当器具の操作と運搬のための指示事項は必ず守ってください。

		�  プラグは、供給電力から切断できるよう、いつでもすぐ手が届くようにしてお
いてください。プラグは、供給電力との接続を切断するためにあります。

製品の説明

5.  操作

製品の説明
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− Prüfen Sie, ob der beiliegende Filterbeutel eingelegt ist. Falls das 
nicht der Fall ist, stecken Sie den Filterbeutel auf die Hülse, siehe 
dazu Seite 35. 

− Schließen Sie die Schublade durch Hineinschieben.  

− Schalten Sie das Gerät an der Standby-Taste ein.  

 

 

=  Standby-Taste ein/aus 
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01		  スタンバイ・ボタン	�スタンバイ・モードをアクティブ化/非アクティブ化します。

02		  吸引力設定　　　　		 [ + ] 吸引力を上げる、または [ - ] 下げる 
						     設定値がディスプレイに表示されます。

03		  情報メニュー [ i ]	�	 このメニューで、たとえばハンドピースの清掃をアク	
	 ティブ化したり、次のフィルタ交換やメンテナンスが	
	 いつか、調べることができます。5秒間押し続け、基
本		  設定（言語等）を変更します。   

04		  設定保存ボタン 		�  回転数/回転方向/吸引力の
						�     3通りのコンビネーションが保存されます。メモリは

ディスプレイで表示されます (04.1)。[M1] [M2] は
フィルタ交換時に必要となります。

05		  右/左回り			  工具の回転方向（右/左回り）を設定します。

06		  回転数調節器		�  これを使って、回転数を1000ステップで設定します。
現在の回転数をディスプレイで表示します (06.1)。
回転数調節器を取り外すと、どのボタンもすべてブロ
ックされます。

07		  フィルタ交換 		�  このシンボルが表示されたら、フィルタを交換してく
ださい。

08		  フットスイッチ		�  オプションのフットスイッチが入れられたら、このシ
ンボルが表示されます。

09		  メンテナンス表示	�	  このシンボルが表示されたら、メンテナンスを行って	
	 ください。

10		  オン/オフスイッチ		 このボタンで機器のスイッチを入れたり切ったりしま	
						     す。 

	 5.1  操作の準備

	

	 —	 ホースソケットを引いて、フィルタの入っている引き出しを開きます。

	 —	� 添付のフィルタが入っているか、確認します。そうでない場合には、スリーブの上

にフィルタを置いてください。詳しくは、35ページを参照してください。

	 —	� 引き出しを押して、閉じます。

	 —	 スタンバイ・ボタンを押します。 

		  =  スタンバイ・スイッチ オン/オフ

製品の説明

		  決してフィルタなしでは作業しないでください。

		  フィルタの引き出しは、必ず閉じたままで操作してください。 
		  PODOLOG ECO / ONE は引き出しを開けると、自動的にスイッチが切れます。

		  5.1.1  回転工具の使用
				 
�作業に必要な回転工具（研磨機/角質削り器）をハンドピースの開口部に差し込みま
す。 

工具はただ 
差し込むだけです
（クイックリリースチャック）。	  

		  工具のシャフトが完全に入り込んでいることが大切です。

		�  工具のシャフトがねじ曲がらないよう、気を付けてください。でないと、不均
衡が生じて、ハンドピースを損傷したり、工具の安定性に悪影響を与えたりす
る恐れがあります。 

		  5.1.2  PODOLOGECO /// ONE のスイッチを入れる 

スタンバイ・ボタンを軽く押します。PODOLOGECO /// ONE のスイッチが入り、操作
準備が整います。
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Arbeiten Sie auf keinen Fall ohne Staubfilterbeutel. 

 
 

Die Staubfilterbeutelschublade muss beim Betrieb immer ge-
schlossen sein. Der PODOLOG ECO / ONE schaltet sich beim 
Öffnen der Schublade aus. 

 

5.1.1 ROTIERENDES WERKZEUG EINSETZEN 

Stecken Sie das für Ihre Arbeit benötigte rotierende Werkzeug (Schlei-
fer/Fräser) in die Öffnung des Handstücks.  
 
 
 
 
 
Das Werkzeug muss nur  
eingesteckt werden 
(Schnellspannfutter).  
 
 

Der Schaft des Werkzeugs muss vollständig eingeführt  
werden! 

Achten Sie darauf, dass der Schaft des Werkzeugs nicht ver-
bogen ist, da ansonsten eine Unwucht entstehen kann, die 
das Handstück beschädigen und den Halt des Werkzeuges 
beeinträchtigen kann.  

 

  

5.1.2 PODOLOG ECO / ONE EINSCHALTEN  

 
Tippen Sie die Standby-Taste an. Der PODOLOG ECO / ONE ist jetzt 
eingeschaltet und betriebsbereit. 
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スイッチを初めて入れる際に、PODOLOGECO /// ONE の言語と作業範囲が設定されま
す。さらに、次のメンテナンス時期を教えてくれる、メンテナンスリマインダーをア
クティブ化することができます。それには6章の「メンテナンスと清掃」も比較してお
読みください。ステップごとにスタートメニュー項目が出されます。最後に [M1]ボタ
ンで入力内容を確認してください。 

PODOLOGECO /// ONE を初めて使用する際のディプレイ表示：
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Beim ersten Einschalten wird der PODOLOG ECO / ONE auf Ihre Spra-
che und Ihr Tätigkeitsfeld eingestellt. Zusätzlich können Sie die 
Wartungserinnerung aktivieren, die Sie bequem an die nächste fällige 
Wartung erinnert. Vergleichen Sie dazu auch 6. WARTUNG UND 
REINIGUNG. Sie werden Schritt für Schritt durch dass Startmenü ge-
führt. Am Ende bestätigen Sie Ihre Eingabe mit der [M1] – Taste.  
 
Displayanzeige beim ersten Gebrauch des PODOLOG ECO / ONE: 
 

 

 

 

 

製品の説明

		�  スタートメニューの設定を今後変更したい場合には、[ i ] ボタンを5秒間押し
続けてください。
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Wenn Sie die Einstellung im Startmenü zukünftig ändern 
möchten, halten Sie die [ i ] – Taste für 5 Sek. gedrückt. 

製品の説明

THANK YOU FOR CHOOSING A PODOLOG

LANGUAGE SELECTION

                                                            01 / 04

MY FIELD OF ACTIVITY IS:

[M1] FOOTCARE/CHIROPODY
[M2] NAIL DESIGN

[–] BACK                                             02 / 04

SERVICE REMINDER

[M1] ACTIVATE
[M2]DEACTIVATE

[–] BACK                                              03 / 04

                                                               04 / 04

THANK YOU

[–] BACK   [M1] DONE



23| 22 | 

8013312 I 取扱説明書PODOLOG ECO/ONE | REV 05 | 改訂ステータス 11.06.2020 8013312 I 取扱説明書 PODOLOG ECO/ONE | REV 05 | 改訂ステータス 11.06.2020

		  5.1.3  ハンドピースのスイッチを入れる 

ご希望の工具回転数を、調節ダイヤルを回転して、設定してください。表示数の1000
倍が回転数（rpm）です。ハンドピースを手に取り、ハンドピースの端にあるスイッチ
を入れてください。 

モーターが設定されている回転数で動き出しますので、作業を開始してください。

		�  設定回転数は、工具の最大許容回転数を超えてはなりません。

		  5.1.4  ハンドピースのスイッチを切る 

モーターが動いたままの状態でハンドピースの端にあるスイッチを押してください。
モーターが切れ、作業を中断できます。
 

スイッチ

スイッチ

製品の説明

		  5.1.5  PODOLOGECO /// ONE のスイッチを切る 

スタンバイ・ボタンを軽く押します。PODOLOGECO /// ONE のスイッチが切れ、スタ
ンバイ・モードになります。

		�  プラグは、供給電力から切断できるよう、いつでもすぐ手が届くようにしてお
いてください。プラグは、供給電力との接続を切断するためにあります。

	 5.2	設定

			  5.2.1  ハンドピースモーターの回転数

工具に合った回転数は、調整ダイヤルで設定します。

		  回転数 	 – 回転数が上昇	 最大回転数
		  （時計回り）		  25,000 rpm

		  回転数 	 – 回転数が減少	 最小回転数:
		  （時計と反対回り）	 	 4,000 rpm 
 

寸法の大きい角質削り器の最適回転数は、8,000～12,000rpmです。

		�  設定回転数は、工具の最大許容回転数を超えてはなりません。

		�  HELLMUT RUCK GmbH メインカタログ内の 「回転する工具」の章に、角質削り器
と研磨機の最大許容回転数が記されています。 
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		  5.2.2  回転方向　右/左回り

どの工具を使うか、または右利き/左利きの場合などに、工具の回転方向を右または左
回りにすることができます。

 

矢印が回転方向を示します。

		  矢印が右を指しています - 右回り

		  矢印が左を指しています - 左回り

	

		  5.2.3  回転方向を変える  

回転方向は、操作中に変更できます。

矢印ボタンを軽く押します。設定されているモーター回転数が自動的にゼロにリセッ
トし、回転方向が変わります。モーターは再び、設定されている回転数で動きます。

右回り
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5.2.2 DREHRICHTUNG RECHTS-/LINKSLAUF 

 
Sie können Ihre Werkzeuge mit Rechts- und Linkslauf drehen, je nach-
dem welches Werkzeug Sie benutzen oder ob Sie Rechts- oder 
Linkshänder sind. 
 

 
 
Der Pfeil zeigt die Drehrichtung an. 
 
 
 
 

 
 
 
Pfeil zeigt nach rechts  –  Rechtslauf 

 

   Pfeil zeigt nach links –  Linkslauf 
 
  

5.2.3 DREHRICHTUNG ÄNDERN   

Die Drehrichtung lässt sich während des Betriebs ändern. 
 
Tippen Sie auf die Pfeiltaste. Die eingestellte Motordrehzahl geht auto-
matisch auf Null zurück und die Drehrichtung wird geändert. Der Motor 
läuft wieder an bis zur eingestellten Drehzahl. 
 

Rechtslauf 
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製品の説明

		  5.2.4  吸引力を選択する    

吸引力は、それぞれの状況にあわせて、調整できます。

[ - ] ボタンを押すたびに、吸引力が弱まります。[ + ] ボタンを押すたびに、吸引
力が強まります。
それぞれ、ボタンを押したまま吸引力を希望の強さに調整してください。

吸引には5つのレベルがあります。	   

 

		  5.2.5  設定を保存する      

作業が楽になるよう、回転数、回転方向、吸引力などのた設定をそれぞれ変えて保存
することができます。[M1]、[M2]、[M3]のボタンでお望みの設定を保存し、呼び出す
ことができます。

調整ダイヤルで希望の回転数を設定します。右または左回りを選択します。吸引力を
選択します。それぞれ相当する[M1]、[M2]または[M3]のボタンを約2秒押し続けます。

ディスプレイに「保存終了」が表示されます。
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5.2.4 SAUGLEISTUNG WÄHLEN     

Die Stärke der Saugleistung können Sie der jeweiligen Situation anpas-
sen. 

 
 
Mehrmaliges Tippen auf die [ - ] - Taste verringert die Saugleistung. 
Mehrmaliges Tippen auf die [ + ] - Taste erhöht die Saugleistung. 
Gedrückt halten der jeweiligen Taste regelt die Saugleistung in die ge-
wünschte Richtung. 
 
Es gibt fünf Leistungsstufen für die Absaugung.     
 

 
 
 

5.2.5 EINSTELLUNGEN SPEICHERN       

Um Ihre Arbeit zu erleichtern, können Sie bis zu drei verschiedene Ein-
stellungen von Drehzahl, Drehrichtung, Absaugleistung speichern. Mit 
den Tasten [M1], [M2] und [M3] speichern und rufen Sie die gewünsch-
ten Einstellungen ab. 
 
Stellen Sie mit dem Drehregler eine gewünschte Drehzahl ein. Wählen 
Sie Rechts- oder Linkslauf. Wählen Sie die Absaugstärke. Drücken Sie 
die entsprechende Taste [M1], [M2] oder [M3] ca. zwei Sekunden lang. 
 
Im Display erscheint „GESPEICHERT“. 
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[M1]、[M2]または[M3]のボタンを軽く押すと、ボタンの下に保存されている設定を呼
び出すことができます。

		  設定は、操作中いつでも変更可能です。 

	
		�  設定回転数は、工具の最大許容回転数を超えてはなりません。
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Durch kurzes Antippen von [M1], [M2] oder [M3] wird die unter dieser 
Taste gespeicherte Einstellung abgerufen. 
 
 

Ein Umschalten der Einstellungen ist während des Betriebes 
jederzeit möglich.  

 

Die eingestellte Drehzahl darf die zulässige Maximaldrehzahl 
Ihres Werkzeuges nicht übersteigen. 

 

製品の説明

	 5.3  工具交換する

	 —	 ハンドピースのモーターのスイッチを切ります。
	 —	 ハンドピースから工具を取り外します。
	 —	 別の工具をハンドピースの開口部に差し込みます。

 

		�  工具は、ハンドピースのスイッチを切った状態のときにしか、取り替えること
はできません。

	
		  工具のシャフトが完全に入り込んでいることが大切です。

	 5.4  人間工学に基づいて設計されたハンドピースの握り部分

		  5.4.1  ペンを握るように握る

ペンを握るのと同じ感覚の持ち方で握ると、人
間工学に基づき精巧な作業が実行できます。

		  5.4.2  順手で握る

平らな表面での作業には、ハンドピースを先端
で握り、親指で支えながら動かすと、正確で楽
な作業が実行できます。 
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5.3 WERKZEUG WECHSELN 

 
− Motor am Handstück ausschalten. 
− Werkzeug aus dem Handstück herausziehen 
− Anderes Werkzeug in die Öffnung des Handstücks stecken 
 
 

 
 

Das Werkzeug darf nur bei ausgeschaltetem Handstückmotor 
gewechselt werden. 

Der Schaft des Werkzeugs muss vollständig eingeführt wer-
den! 

 

5.4 ERGONOMISCHE HALTEGRIFFE DES HANDSTÜCKS 

5.4.1 FEDERHALTERHALTUNG 

In der Federhaltung können Fein-
arbeiten ergonomisch und präzise 
durchgeführt werden. 
 
 
 
 

5.4.2 OBERGRIFFHALTUNG 

Beim flächigen Arbeiten sorgen der 
Griff von oben und das Abstützen 
durch den Daumen für ein gezieltes 
und entspanntes Arbeiten.  
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製品の説明

SAVED
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	 5.5  情報メニュー  

情報メニューを使って、以下の情報や機能を呼び出します。[ + ] と [ - ] のボタン
を押しながら、メニュー項目を出していってください。

		  5.5.1  フィルタの交換

フィルタを交換したい場合には、情報メニューを通じて行い、同時にフィルタを交換
したことを器具に教えることができます。詳しい説明は、35ページの6.2.1の項にある
「フィルタの交換」をお読みください。
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5.5 INFOMENÜ   

Das INFOMENÜ bietet Ihnen die Möglichkeit folgende Informationen 
und Funktionen abzurufen. Blättern Sie einfach durch die einzelnen 
Menüpunkte mit der [ + ] und [ - ] – Taste. 

5.5.1 FILTERWECHSEL 

Möchten Sie den Feinstaubfilter wechseln, so können Sie dies anhand 
des INFOMENÜ tun und gleichzeitig dem Gerät mitteilen, dass ein neu-
er Filter eingesetzt wurde. Eine ausführliche Beschreibung finden Sie 
unter 6.2.1 AUSTAUSCHEN DES FILTERBEUTELS auf Seite 35. 
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Arbeiten Sie auf keinen Fall ohne Staubfilterbeutel. 

 
 

Die Staubfilterbeutelschublade muss beim Betrieb immer ge-
schlossen sein. Der PODOLOG ECO / ONE schaltet sich beim 
Öffnen der Schublade aus. 

 

5.1.1 ROTIERENDES WERKZEUG EINSETZEN 

Stecken Sie das für Ihre Arbeit benötigte rotierende Werkzeug (Schlei-
fer/Fräser) in die Öffnung des Handstücks.  
 
 
 
 
 
Das Werkzeug muss nur  
eingesteckt werden 
(Schnellspannfutter).  
 
 

Der Schaft des Werkzeugs muss vollständig eingeführt  
werden! 

Achten Sie darauf, dass der Schaft des Werkzeugs nicht ver-
bogen ist, da ansonsten eine Unwucht entstehen kann, die 
das Handstück beschädigen und den Halt des Werkzeuges 
beeinträchtigen kann.  

 

  

5.1.2 PODOLOG ECO / ONE EINSCHALTEN  

 
Tippen Sie die Standby-Taste an. Der PODOLOG ECO / ONE ist jetzt 
eingeschaltet und betriebsbereit. 

製品の説明

		  5.5.2  次のメンテナンス予定日を表示する

この実用的な表示を使って、お手元の PODOLOGECO /// ONE の次のメンテナンスがい
つか、知ることができます。

		  5.5.3  メンテナンスリマインダー機能のアクティブ化

リマインダー機能をアクティブ化することにより、PODOLOGECO /// ONE が次のメン
テナンス予定日を知らせます。この機能は情報メニューでアクティブ化または非アク
ティブ化することができます。PODOLOGECO では900稼働時間終了後、PODOLGONE
では 360 稼働時間終了後にメンテナンスシンボルがディスプレイに表示されます。
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5.5.2 NÄCHSTEN WARTUNGSTERMIN ANZEIGEN 

Anhand dieser praktischen Anzeige erfahren Sie wann für Ihren 
PODOLOG ECO / ONE die nächste Wartung ansteht: 
 

GERÄTETYP: PODLOG ECO PODOLOG ONE 

Wartung   
fällig  nach: 

2 Jahren oder nach Ablauf 
von 900 Betriebsstunden 

1 Jahr oder nach Ablauf von 
500 Betriebsstunden  

 

.  

5.5.3 AKTIVIERUNG DER WARUNGSERINNERUNG 

Mit der Aktivierung der Funktion Serviceerinnerung informiert Sie Ihr 
PODOLOG ECO / ONE über die nächste anstehende Wartung. Diese 
Funktion können Sie im INFOMENÜ aktivieren bzw. deaktivieren. Nach 
Ablauf von 900 Betriebsstunden beim PODOLOG ECO und 500 Be-
triebsstunden beim PODOLOG ONE erscheint das Wartungssymbol auf 
dem Display. 
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器具タイプ PODLOG ECO PODOLOG ONE

メンテナンス
以下の期間ごと：

2年または  
 900 稼働時間を超過したら

2年または  
360 稼働時間を超過したら

製品の説明

FILTER CHANGE
PLEASE CHANGE

[M1] NOW        [M2] LATER 

FILTER
HAS A NEW FILTER BEEN 
INSERTED?

[M1] YES        [M2] CANCEL 

INFO MENU                                 02 / 03
NEXT RECOMMENDED 
MAINTENANCE: 01 / 20
OR AFTER THE EXPIRATION OF .....
OPERATING HOURS
[+/-] SCROLL                    [I] MAINMENU

INFO MENUE                               03 / 03
ACTIVATE SERVICE REMINDER?

PLEASE PRESS [M1]
[+/-] SCROLL                    [I] MAINMENU

INFO MENUE                               03 / 03
DEACTIVATE SERVICE REMINDER?

PLEASE PRESS [M1]
[+/-] SCROLL                    [I] MAINMENU
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6.  メンテナンスと清掃

	 6.1  メンテナンス 

PODOLOGECO /// ONE は大抵メンテナンスフリーです。重要なメンテナンスは、早め
にフィルタを交換することです。フィルタをまめに交換することで、支障のない吸引
が保証されます。

		�  器具は使用後毎回外側を清掃し、必要に応じて消毒し、ハンドピースは最低一
日に1度は内側の埃を取り除いてください。

		� 
		�  清掃・消毒に適した薬剤は、弊社のカタログの「清掃と消毒」の項でご覧いた

だけます。モーターユニットの清掃と消毒には、RUCK製アルコールフリー消毒
タオル（製品番号2942801）を推奨します。

		  メンテナンスと清掃の前には、必ず器具のスイッチを切り、コンセントを抜い	
		  てください！

		  メンテナンスには、定期的に器具を以下の住所にお送りください： 

HELLMUT RUCK GmbH	 電話  +49 (0) 7082.944 20
Daimlerstraße 23 	 ファックス +49 (0) 7082.944 22 22
D-75305 Neuenbürg	 kontakt@hellmut-ruck.de
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6. WARTUNG UND REINIGUNG 

6.1 WARTUNG  

Der PODOLOG ECO / ONE ist weitgehend wartungsfrei. Die wichtigste 
Wartung besteht in dem rechtzeitigen Filterwechsel. Er gewährleistet 
eine einwandfreie Saugfunktion. 
 

Sie sollten das Gerät nach jeder Behandlung äußerlich reini-
gen, bei Bedarf desinfizieren und das Handstück mindestens 
einmal täglich innen von Staubpartikeln befreien. 

Geeignete Mittel finden Sie in unserem Katalog unter der 
Rubrik „Reinigung und Desinfektion“. Für die Reinigung und 
Desinfektion der Motoreinheit empfehlen wir RUCK-
Desinfektionstücher alkoholfrei (Artikelnummer 2942801). 

 

Schalten Sie das Gerät vor jeder Reinigung aus und ziehen 
Sie den Netzstecker! 

 

 
Senden Sie das Gerät regelmäßig zur Wartung ein:  
 
 
 

HELLMUT RUCK GmbH fon  +49 (0) 7082.944 20 
Daimlerstraße 23  fax +49 (0) 7082.944 22 22 
D-75305 Neuenbürg kontakt@hellmut-ruck.de 

 
  

製品の説明

		  6.2  フィルタの交換

フィルタの交換は、遅くともハンドピースの稼動30時間後に必要です。フィルタ交換
のシンボルがディスプレイに表示され、フィルタ交換をしなければならないことを教
えます。

選択してください： 

			  =  即刻			  =  あとで

「あとで」を選ぶと、器具はフィルタ交換がされるまで5時間ごとに同じ問いかけをし
ます。 
 

		  6.2.1  フィルタの交換方法
 

器具はフィルタ交換の催促をします。それでも、1週間に一度はフィルタがどれだけ一
杯になっているか、チェックすることを推奨します。フィルタを交換するには、[ i ] 
ボタンを押して、情報メニューを出してください。ここで[ + ] または[ - ] ボタンを
押して、メニュー項目「フィルタ交換」を表示します。
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6.2 FILTERWECHSEL 

Ein Filterwechsel ist spätestens nach 30 Betriebsstunden des Hand-
stücks notwendig. Das Gerät erinnert anhand des Filterwechselsymbols 
auf dem Display, dass der Staubfilterbeutel nun gewechselt werden 
muss. 
 
Wählen_Sie:  
 

 
= JETZT  

 
= SPÄTER 

 
Wird SPÄTER gewählt, so fragt das Gerät alle weiteren  
5 Stunden nach dem Filterwechsel, bis dieser erfolgt ist.  
    

6.2.1 AUSTAUSCHEN DES STAUBFILTERBEUTELS 

 
Das Gerät erinnert Sie an den Wechsel des Staubfilterbeutels. Dennoch 
wird empfohlen den Füllstand des Filters einmal pro Woche zu kontrol-
lieren. Zum Wechseln des Staubfilterbeutels drücken die [ i ] - Taste um 
ins INFOMENÜ zu gelangen. Dort blättern Sie mit der [ + ] oder [ - ] - 
Taste bis zum Menüpunkt Filterwechsel: 

Schublade 
mit Staub-
filterbeutel 

Schlauch- 
anschluss- 
stück 
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フィルタ用引き出し

ホースソケット

製品の説明
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M1のボタンで交換を開始してください。 

ホースソケットを引いて、フィルタの入っている引き出しを開きます。ホ
ース接続ピースが上に向いているよう、引き出しを押さえてください。  
一杯になっているフィルタをスリーブから引き出します。フィルタは、そのために用
意されている栓で閉じてください。

新しいフィルタを、開口部をスリーブに当てるようにして入れてください。フィルタ
の引き出しを閉じます。 

 

[M1] ボタンを押してフィルタ交換終了を確認すると、また標準メニューに戻ります。
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Starten Sie den Wechsel mit der M1 – Taste: 

 
 
Öffnen Sie durch ziehen am Schlauchanschlussstück die Schublade mit 
dem Staubfilterbeutel. Halten Sie die Schublade so, dass das 
Schlauchanschlussstück nach oben zeigt. Ziehen Sie nun den vollen 
Staubfilterbeutel von der Hülse. Verschließen Sie ihn danach mit dem 
hierfür vorgesehenen Stopfen. 
 
Stecken Sie einen neuen Staubfilterbeutel mit der Öffnung auf die Hül-
se. Schließen Sie die Staubbeutelschublade.  
 

 
 
Bestätigen Sie den Wechsel mit der [M1] – Taste und gelangen so wie-
der zurück ins STANDARDMENÜ. 
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製品の説明

		�  フィルタを空にしてまた使用することはできません。

		�  人工爪（ネイルデザインなど）のお手入れに器具を使用する場合には、削り取
る量が多いために、フィルタ交換の時間が早まることを考慮してください。1
週間に一度、フィルタの詰まり具合をチェックするのが、支障のない操作には
欠かせません。人工爪での作業では、ご自分の目と呼吸器官を保護してくださ
い（マスクと保護メガネ）。

		�  週に一度フィルタの入った引き出しを開けて、フィルタが正しく挿入されてい
るか、そしてどのくらい一杯になっているか、チェックしてください。その際
には、上記に説明したとおりに実行してください。必要であれば、フィルタを
交換します。

		

		  6.2.2  新しいフィルタはどこで購入できるでしょうか？

新しいフィルタは、HELLMUT RUCK GmbH で製品番号1105003でご注文ください。

		  専用のフィルタだけをご使用ください。 
		

	 6.3  モーターユニットを清掃する

使用後は毎回、ハンドピースの内側を清掃し、スリーブを消毒してください。そのた
めにはハンドピースのスリーブを取り外してください。
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Der Staubfilterbeutel darf nicht geleert und wieder verwendet 
werden. 

Sollten Sie das Gerät für die Bearbeitung von Kunstnägeln 
(Nail-Design, Nagelprothetik) verwenden, so berücksichtigen 
Sie, dass sich – bedingt durch den erhöhten Abtrag – der 
Zeitpunkt für den Filterwechsel verschiebt. Eine wöchentliche 
Prüfung des Füllgrades ist für den reibungslosen Betrieb er-
forderlich. Denken Sie beim Bearbeiten von Kunstnägeln auch 
an den persönlichen Schutz Ihrer Augen und der Atemwege 
(Mundschutz und Schutzbrille)! 

Einmal pro Woche sollten Sie in der Schublade mit Staubfilter-
beutel sowohl den korrekten Sitz des Staubfilterbeutels als 
auch dessen Füllgrad überprüfen. Verfahren Sie dabei, wie 
oben beschrieben. Falls notwendig, den Staubfilterbeutel aus-
tauschen. 

6.2.2 WO ERHALTEN SIE NEUE STAUBFILTERBEUTEL? 

Neue Staubfilterbeutel können Sie unter der Artikelnummer 110501 bei 
der HELLMUT RUCK GmbH bestellen. 
 

Achten Sie darauf, dass Sie nur Original-Staubfilterbeutel ver-
wenden.  

6.3 MOTOREINHEIT REINIGEN 

Nach jedem Gebrauch sollte das Handstück innen gereinigt und die 
Hülse desinfiziert werden. Dazu kann die Handstückhülse abgenom-
men werden. 

 

製品の説明

FILTER CHANGE                           
PLEASE CHANGE

[M1] NOW        [M2] LATE

FILTER                           
HAS A NEW FILTER BEEN INSERTED? “

[M1] YES        [M2] CANCEL

SAVED
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		�  清掃および消毒の薬剤、またそれに対する器具に関しては、メーカーの表示や
指示に従ってください。

		  6.3.1  モーターユニットを清掃する

		�  消毒スプレーは使用しないでください。水分が入り込み、損傷を招くことがあ
ります。

		� 
		�  適切な清掃と消毒を行うには、RUCK製のアルコールフリー消毒タオル（製品番

号2942801）を推奨します。

清掃の際には、ハンドピースを取り外しても大丈夫です。

ハンドルスリーブを内側から清掃するには、モータージャケットとモーターブロック
を軽くねじると、これを外すことができます。 

その際、モーターのプラグ接続が外れます。 
	

そして、添付のドリル用ピンなどを使って下に押し入れ、リリースチャックごとモー
ターを取り出します。これでハンドルスリーブを内側から清掃することが可能となり
ます。

ハンドピースを再び組み立てる際には、モーターユニットをモータージャケットのガ
イドレールに合わせてください。モーターの接続を元通りにするには、コンタクトピ
ン (01) が破損しないよう、慎重にプラグコネクタ (02) にあわせて入れ込みます。プ
ラグコネクタが正しく接続されるよう、注意してください。
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Die Herstellerangaben und Anweisungen sowohl zu den Rei-
nigungs- und Desinfektionsmitteln als auch zu den 
entsprechenden Geräten sind zu beachten. 

6.3.1 MOTOREINHEIT REINIGEN 

 
Verwenden Sie kein Desinfektionsspray. Es könnte Feuchtig-
keit eindringen und somit  zu Lagerschäden kommen. 

Für die schonende Reinigung und Desinfektion empfehlen wir 
die RUCK-Desinfektionstücher alkoholfrei (Artikelnummer 
2942801). 

 
Zum Reinigen kann das Handstück auseinander genommen werden. 
 
Für die Reinigung der Griffhülse von innen kann diese durch leichtes 
Verkanten vom Motormantel und Motorsockel abgezogen werden.  
 
 
 
 
 
  
 
Dabei löst sich die Steckverbindung zum Motor.  
  
 
Der Motor kann dann samt Spannfutter z.B. mit Hilfe des beiliegenden 
Bohr-Stiftes nach unten heraus geschoben werden. 
Jetzt kann die Griffhülse von innen gereinigt werden. 

 
Beim Zusammenbau des Handstückes richten Sie die Motoreinheit an 
den Führungsschienen des Motormantels aus. Beim Zusammenbau des 
Motoranschlusses die Steckverbinder (02) bitte vorsichtig ansetzen und 
einschieben, damit die Kontaktpins (01) nicht beschädigt werden. Auf 
korrekte, gleichseitige Ausrichtung der Steckverbinder achten. 
 
 
 
 
 

 
Motorsockel 

Motormantel 

製品の説明
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Das Handstück niemals in Wasser oder andere Flüssigkeiten 
tauchen, es besteht die Gefahr eines elektrischen Schlages. 

Motoreinheit

Motoreinheit

PODOLOGECO

PODOLOGONE

		�  ハンドピースは決して水やその他の液体に浸けないでください。感電の危険が
あります。

製品の説明
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		�  消毒スプレーは使用しないでください。水分が入り込み、電子部分に損傷をも
たらすことがあります。

		�  適切な清掃と消毒を行うには、RUCK製のアルコールフリー消毒タオル（製品番
号2942801）を推奨します。

	 6.4  清掃と消毒

病気の伝染の危険消毒が不十分だと、病気が伝染する恐れがあります。国内の管轄委
員会が指定する衛生管理基準に必ず従ってください。RUCK® 製のアルコールフリー消
毒タオル（製品番号2942801）を使用し、消毒スプレーは決して使わないでください。
次に使用するまでに、表面をしっかり空気に当て、メーカーの指示に基づき、表面の
消毒を完全に乾燥させてください。ただし、決して布等で拭き取ったりしないででく
ださい。

使用後はハンドピースの表面とその制御装置の正面を、適した表面用消毒薬で清拭し
てください。

作業終了後は、ハンドピーススリーブを取り外し、そこから手で触れられる表面をす
べて（ハンドピースの内部、スリーブの内側と外側）を清掃し、消毒薬で清拭しま
す。吸込ホースも同じように消毒薬で清拭します。
制御装置とハンドピースの全部品の清拭消毒には、RUCK社の消毒用ノンアルコールウ
ェットティッシュ（製品番号 2942801)をお使いください。弊社のメインカタログまた
はHP（www.hellmut-ruck.de）でお求めいただけます。

		�  器具は決して水やその他の液体に浸けないでください。感電の危険がありま
す。

		�  消毒スプレーは使用しないでください。水分が入り込み、電子部分に損傷をも
たらすことがあります。

		�  適切な清掃と消毒を行うには、RUCK製のアルコールフリー消毒タオル（製品番
号2942801）を推奨します。

製品の説明

7.  付属品とスペアパーツ

		�  注意以下にリストアップする付属品は、PODOLOGECO /// ONE でしかお使いに
なれません。

		�  その他の医療電気機器と併用すると、医療電気機器のエミッションの増加やイ
ミュニティの減少を招くことがあります。

	 7.1  工具

DIN EN ISO 1797-1 に準じた、直径Ø 2.35 mm の規格シリンダ軸の回転工具（角質削り
器/研磨機/ポリッシャー）だけを使用してください。弊社のカタログにある豊富な品
ぞろいをご覧ください。 

	 7.2  フィルタ

フィルタは、オリジナルのフィルタ（ページ製品番号1105003 PODOLOG ECO/PODOLOG 
ONE用交換フィルター、3枚入り

 

  Gebrauchsanweisung | Revision 06/2014 | Druck                   | Artikel-Nr. 8013301 
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製品の説明
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PODLOG ECO 230 V バージョン 115 V バージョン

制御ユニット寸法
（幅／奥行/高さ）
（mm） 

250/235/120 250/235/120

重量 (g) 約 2800 約 2800

ハンドピース寸法 
長さ （mm） 127 127

重量 (g) 約 110 約 110

電圧  
制御ユニット

230 V、50 Hz  
交流電圧

115 V、60 Hz  
交流電圧

消費電力 最大 250 VA 最大 250 VA

マイクロモーター電圧 24 V 24 V

連続運転 40 W 40 W

アイドリング回転数 
(rpm)

25000 25000

最大出力時の  
最大流量* 約 190 I/分 約 190 I/分

ヒューズ T 1.6 A T 3.15 A

以下の期間/時間終了後
要メンテナンス：

2年後または900稼働時間
終了後

2年後または900稼働時間
終了後

* �流量（l/分）は、較正した計測器によりハンドピースの給気口の部分で求められます。

製品の説明

PODOLOG ONE 230 V バージョン 115 V バージョン

制御ユニット寸法
（幅／奥行/高さ）
（mm） 

250/235/120 250/235/120

重量 (g) 約 3300 約 3300 

ハンドピース寸法 
長さ （mm） 122 122 

重量 (g) 約 110 約 110

電圧  
制御ユニット

230 V、50 Hz  
交流電圧

115 V、60 Hz  
交流電圧

消費電力 最大 350 VA 最大 350 VA

マイクロモーター電圧 24 V 24 V

連続運転 40 W 40 W

アイドリング回転数 
(rpm)

25000 25000

最大出力時の  
最大流量* 約 155 I/分 約 155 I/分

ヒューズ T 2.5 A T 5 A

以下の期間/時間終了後
要メンテナンス：

2年または360稼働時間を  
超過したら

2年または360稼働時間を  
超過したら 

PODOLOGECO /// ONE  とその他の機器との電磁相互作用については、知られてい
ません。

	 8.1  環境条件

周囲温度 

操作中 +10°C ～ +40°C

運搬および保存中
-25°C（相対温度チェックなしで）～ 
+70°C（90%までの相対温度において、結露
なし）

湿度 15 % ～ 90 % （結露なし）

気圧 700 HPA （≈ 海抜3000）～ 1060 HPA

* �流量（l/分）は、較正した計測器によりハンドピースの給気口の部分で求められます。

製品の説明

8.  テクニカル･データ
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9.  保証

当製品に対し、2年間の保証をいたします。表面、ローラーなど、可動部分における通
常の摩耗に対しては、保証は適用されません。 機器の性能や特性に応じた通常の消費
から来る摩耗・疲労劣化の兆候は、法的意味でなんら欠陥・故障とはみなされないも
のです。

保証期間は購入日（初めて商品をお買い上げになった日)から適用されます。  
購入日は、商品お買い上げの際のレシート（領収書）で確認させていただきます。保
証の範囲内でHELLMUT RUCK GmbH は、欠陥のある製品を無償で修理するか、RUCK社の
選択で製品を交換いたします。欠陥のある製品をお買い上げ領収書と共に送料をお客
様負担で送付していただくことが前提条件です。外国でのクレームに関しては、お近
くの代理会社が担当いたします。不明な場合には、RUCKに製品を返送する前に、ご連
絡ください。

故障の原因が、不当、誤った設置または扱い方、取扱説明書の指示の無視、外部から
の損傷、または権限のない者による修理の結果や改造などによるものであることがわ
かった場合には、保証は無効となります。

保証は、当製品の修理および交換に限られます。それ以上の責任（ことに売上や収入
の減損など）は含まれません。故障が保証の対象とならない、または保証期間が満期
になっていることがわかった場合には、修理および検査にかかる費用は、お客様負担
となります。

技術仕様は変更、逸脱することがあります。
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10. ENTSORGUNG 

 

UMWELTGEFÄHRDUNG!  

Falsche Entsorgung gefährdet unsere Umwelt.  

>>>  Der PODOLOG ECO / ONE  ist am Ende seiner Lebens-
 dauer den zur Verfügung stehenden Rückgabe- und 
 Sammelsystemen zuzuführen! 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Anschrift  
 
HELLMUT RUCK GmbH fon  +49 (0) 7082.944 20 
Daimlerstraße 23  fax +49 (0) 7082.944 22 22 
D-75305 Neuenbürg kontakt@hellmut-ruck.de 

10.  処分

		  環境汚染！!

		  器具を間違った方法で廃棄処分すると、環境汚染につながります。 

		  >>>	� PODOLOGECO /// ONE の寿命が尽きたら、返送・回収システムに回
してください！

製品の説明

HELLMUT RUCK GmbH | Daimlerstraße 23 | D - 75305 Neuenbürg  

web www.hellmut-ruck.de | 電話 +49 (0)7082.944 20 | ファックス +49 (0)7082.944 22 22 



Manuell
(von Hand)

mit harter
Kunststoff-
bürste unter
fl ießendem
sauberem
Wasser

Sicherheits-, Gebrauchs- und Hygiene-Empfehlungen 
für rotierende Instrumente                         Stand: 04/2017

Sicherheitsempfehlungen

Hygieneempfehlungen

•  Bis zum erstmaligen Einsatz sollte die Aufbewahrung 
   rotierender Instrumente in der Originalverpackung bei Zimmer- 
 temperatur staub- und feuchtigkeitsgeschützt erfolgen.
•  Zur eventuellen Rückverfolgung die Verpackung auch 
 während der Nutzungsphase aufbewahren.
•  Einwandfreie, gewartete und gereinigte Turbinen-, sowie   
 Hand- und Winkelstück-Antriebe einsetzen. 
• Instrumente so tief wie möglich einspannen.
•  Instrumente vor dem Ansetzen an das Objekt auf Drehzahl   
 bringen; dabei auf exakten Rundlauf achten.

• Maximal zulässige Umdrehungszahl beachten 
 (auf jeder BUSCH-Packung angegeben). 
•  Verkanten und Hebeln der Instrumente vermeiden.
•  Je nach Anwendung Atem-/ Augenschutz und Absaugung benutzen. 
•  Andruckkraft 0,3 bis 2 N nicht überschreiten. 
•  Instrumente nur entsprechend ihrer Zweckbestimmung einsetzen.
• Möglichst die gesamte Arbeitsteillänge nutzen, um punktuelle   
 Überbelastung z.B. der Spitzen (Hitzeentwicklung) zu vermeiden.
• Zur Vermeidung unerwünschter Wärmeentwicklung ist für eine   
 ausreichende Wasserkühlung zu sorgen. In der zahnärztlichen   
 Praxis mind. 50 ml in der Minute.

•  Bei FG-Instrumenten mit einer Gesamtlänge von mehr   
 als 22 mm oder einem Kopfdurchmesser größer als 
 2 mm kann zusätzliche Kühlung erforderlich sein. 
•  Bei chirurgischen Instrumenten mit langem Schaft ist ggf.  
 eine zusätzliche Kühlung erforderlich.
•  Verbogene bzw. nicht rundlaufende Instrumente oder   
 Instrumente mit beschädigten / abgenutzten Arbeitsteilen   
 müssen zur Vermeidung von Verletzungen aussortiert   
 und entsorgt werden.

Vor-
bereitung  Reinigung Sterilisation  Thermische Desinfektion1

1

2 3

3

4
Anwendungsbereich: Rotierende Stahl-, Hartmetall- und Diamantinstrumente, Polierer, Schleifkörper und Bürsten zur Anwendung am Menschen. Die Instrumente werden im unsterilen Zustand ausgeliefert. 
Sie müssen vor dem Ersteinsatz und nach jeder Nutzung desinfi ziert, gereinigt und desinfi ziert oder ggf. sterilisiert werden. Aus hygienischen und technischen Gründen müssen Schleifkappen und 
Schleifkappenträger unmontiert desinfi ziert und sterilisiert werden.
Einschränkung der Wiederaufbereitung: Prophylaxe-Bürsten sind Einmalprodukte, da eine rückstandslose Reinigung nicht gewährleistet werden kann. Bei nicht rostsicheren Instrumenten sind Desinfektions- und 
Reinigungsmittel mit Korrosionsschutz zu verwenden. Nicht rostsichere Instrumente sind nicht für den Dampfsterilisator geeignet. Die Produktlebensdauer wird von Verschleiß und Beschädigung durch den 
Gebrauch der Instrumente bestimmt - eine genaue Angabe über die Anzahl von Wiederaufbereitungen kann daher nicht gegeben werden. Niemals Wasserstoffperoxid H2O2 zur Instrumentendesinfektion verwenden - 
Materialschäden sind ggf. nicht auszuschließen ! 

Vorbereitung (Vorreinigung) am Gebrauchsort nach Gebrauch

• Schutzkleidung, Mund-, Nasen- und Augenschutz und perforationssichere Handschuhe benutzen.
• Grobe Verschmutzungen (z.B. Blut, Gewebe, Komposite, Zemente) unmittelbar nach der Behandlung mit Zellstofftupfer entfernen. 
• Ablage der benutzten Instrumente auf ein Tray (Verweilzeit max. 1 Stunde)
• Vorreinigung/ Vordesinfektion durch Ablage der Instrumente (blasenfrei) in einen abdeckbaren Behälter 
 • mit  einer aldehyd- und alkoholfreien, alkalischen Reinigungs- und Desinfektionslösung mit Korrosionsschutz (z. B. BIP forte eco, 4%)
oder
 • mit einem alkalisch-enzymatischen Reiniger (z.B. AlproZyme, ALPRO MEDICAL GMBH; Einlegedauer: 5-15 Minuten, max. 1 Arbeitstag)
• Übergabe/ Verbleib der Instrumente im Reinigungs-/ Desinfektionsbad bis zum folgenden Haupt-Reinigungsvorgang.

REINIGUNG, DESINFEKTION und  SAUBERKEITSPRÜFUNG   Art der Aufbereitung: nicht proteinfi xierend

Sichtprüfung des Intrumentes auf Beschädigung, Abnutzung und Restverschmutzung (nicht abgereinigte Anhaftung). Hilfsmittel: Lupe mit mindestens 
6- bis 8-facher Vergrößerung. Instrumente mit Hohlräumen der Kavernen sind besonders intensiv zu reinigen und auf Sauberkeit zu überprüfen. 

nicht 
sauber

sauber

Instrument beschädigt  
abgenutzt, oder nicht mehr 

zu säubern ?

Invasive Anwendung 
Medizinprodukte kritisch A und B
Instrumente, die die Haut oder Schleimhaut durchdringen und dabei in Kontakt 
mit Blut, inneren Geweben oder Organen kommen, einschließlich Wunden.

LAGERUNG: Bereitstellung zur Nutzung bzw. Aufbewahrung in verpacktem 
Zustand in geschlossenen Schränken. Die Aufbewahrung der sterilisierten bzw. desinfi -
zierten Instrumente hat so zu erfolgen, dass die Keimfreiheit erhalten bleibt.

LAGERUNG: Bereitstellung zur Nutzung bzw. rekontaminationsgeschützte Aufbewahrung 
vorsehen

Nichtinvasive oder 
kosmetische Anwendung
Medizinprodukte semikritisch A und  B
Instrumente kommen mit Schleimhaut oder krankhaft veränderter Haut in  
Berührung ohne sie zu durchdringen.       

ACHTUNG: Auch bei einem geringeren Risiko der Verletzung, Hautdurch-
dringung oder des Blutkontakts ist die Bewertung kritisch A oder B 
vorzuziehen und zu STERILISIEREN!

Nutzung des Instrumentes gemäß Zweckbestimmung

Thermische Desinfektion 
im Dampfsterilisator 

- Temperatur 121 °C 
- Haltezeit 15 Minuten  
oder
- Temperatur 134 °C 
- Haltezeit 3 Minuten 

unverpackt 
in geeigneten Ständern 
(z. B. BUSCH STERI-SAFE) 
oder Siebschalen 

Thermische Desinfektion 
im Heissluftsterilisator

Nicht geeignet für  Polierer und Bürsten!

- Temperatur 180 °C 

- Haltezeit min. 30 Minuten  

unverpackt 
in geeigneten Ständern 
(z. B. BUSCH STERI-SAFE) 
oder Siebschalen 

Herstellerinformation zur Wiederaufbereitung von 
Medizinprodukten nach DIN EN ISO 17664 und 
Empfehlung des Robert Koch-Instituts (KRINKO 2012)












 
 







Entsorgung Ja







 Nein

Wurde das Reinigungsverfahren mit einer thermischen Desinfektion 
kombiniert (validiertes maschinelles, thermisches Reinigungs-/ Desinfektions-
gerät RDG 93 °C – Thermodesinfektor – nach EN/ISO 15883 bei mind. 90°C 
und 5 Minuten Haltezeit)?

THERMISCHE DESINFEKTIONSTERILISATION

 3


Nein

Beim
Ersteinsatz 
fabrikneuer 
Instrumente 
entfällt die 
Vorbereitung

Ultraschallgeschützte 
Reinigung

Diese Methode wird insbesondere bei Instrumenten empfohlen, 
deren Reinigungserfolg nicht sicher beurteilt werden kann 
(z.B. wegen nicht einsehbaren Hohlräumen oder Kavernen).

Die Instrumente sind vollständig und blasenfrei in das Tauchbad zu legen. Die vom Desinfektions- und 
Reinigungsmittelhersteller vorgeschriebenen Verweilzeiten, Konzentrationen und Gebrauchsdauern 
sind strikt zu beachten, um Matrialschäden zu vermeiden. Leistungsfähigkeit des Ultraschallgerätes 
regelmäßig überprüfen und Gerät warten.
Desinfektionsmittel für die Instrumentendesinfektion rotierender Dentalinstrumente müssen ein 
CE-Zeichen mit einer 4-stelligen Nummer tragen. Es sind ausschließlich Mittel auszuwählen, die vom 
Hersteller zur Desinfektion von rotierenden Instrumenten der Gruppen der jeweils verwendeten 
Instrumentenart (Stahl oder Hartmetall oder Diamant oder Schleifkörper oder Polierer/ Bürsten) 
ausdrücklich als geeignet empfohlen werden ( z. B. BIB forte eco ALPRO MEDICAL GMBH /  
alkalisch, aldehyd- und alkoholfrei / 3,0% / 10 Minuten).

Bei korrekter Beachtung der Gebrauchshinweise der Desinfektionsmittelhersteller und der hier 
gegebenen Empfehlungen sind uns bisher keine Materialunverträglichkeiten durch die Benutzung von 
CE-gekennzeichneten Instrumentendesinfektionsmitteln bekannt geworden. Verschmutzte Ultraschall-
bäder rechtzeitig erneuern. Das Ultraschallbad nicht über 45 °C erwärmen (Gefahr der Proteinfi xierung). 
Zur Vermeidung von Beschädigungen an den Instrumenten ist beim Einsatz von 
Ultraschallverfahren anzustreben, dass die Instrumente sich gegenseitig nicht 
berühren (z. B. im BUSCH STERI-SAFE-Ständer).

Spülung (unter sauberem fl ießendem Wasser)

Trocknung vorzugsweise mit sauberer, trockener Druckluft, alternativ mit trockenen, sauberen Zellstofftüchern

Dampfsterilisation im Vakuumverfahren
(Gerät nach EN 13060, validierte Verfahren)

Sofern Einstufung
Medizinprodukt 
kritisch B:

Durchführung nur
von Personen, die 
aufgrund ihrer 
Ausbildung und 
praktischen 
Tätigkeit über die
erforderlichen 
speziellen 
Sachkenntnisse 
verfügen.

Dokumentierte
Freigabe.

kritisch A:
Der Reinigungserfolg konn-
te positiv bewertet werden

Klasse S-Sterilisator
(vereinfachtes Vorvakuum)
oder Klasse B-Sterilisator

kritisch B:
Der Reinigungserfolg 
konnte nicht unmittelbar 
bewertet werden (z.B. 
aufgrund von Hohlräumen, 
Kavernen)

Klasse B-Sterilisator
mit fraktioniertem 
Vorvakuum und lfd. Kontrolle durch
Simulationsprüfkörper (Helix-Test)

Sterilisationstemperatur 134 °C/Haltezeit 5 Minuten (Vollzyklus) 
Trocknungszeit mind. 10 Min. / Grenzwerte der Inhaltsstoffe für 
Speisewasser und Dampfkondensat lt. EN13060 einhalten / 
Maximalbelastung des Sterilisators beachten / Herstellerangaben 
des Sterilisators befolgen

Instrumente verpackt und rekontaminationsgeschützt 
in nachweislich geeigneten Sterilgutverpackungen, 
Dentalkassetten oder Containern

Freigabe nach erfolgreich abgeschlossener Sterilisation
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Maschinelles, thermisches Reinigungs- / Desinfektionsgerät RDG
nach EN/ISO 15883 (Thermodesinfektor) bei mind. 90 °C und 
5 Minuten Haltezeit

• Instrumente nach der Entnahme aus dem Reinigungs-/ Desinfektionsbad
 unter sauberem fl ießenden Wasser spülen.

• Instrumente vereinzelt lagegesichert, z.B. im BUSCH-Instrumenten-
 ständer STERI-SAFE wave, einstellen. Bei Verwendung des 
 STERI-SAFE wave die größte längsseitige Öffnung in kürzester Distanz
 zur Hauptstromrichtung des Reinigungsmediums ausrichten.

• Angaben des Herstellers des RDG und der verwendeten Reinigungs- 
 und Neutralisationsmittel befolgen.

• nur CE-gekennzeichnete, validierte Reinigungsmittel verwenden 
 (z.B. Chemische Fabrik Dr. Weigert, Hamburg, neodisher MediClean forte)

• Materialunverträglichkeiten beachten (z.B. keine Instrumente aus 
 nicht rostsicherem Stahl einbringen)

• ausreichende Trocknung gewährleisten

• Arbeitsteile von Hartmetallinstrumenten können im RDG angegriffen 
 werden

Wir empfehlen die BUSCH STERI-SAFE Instrumenten-
ständer mit Sicherungsbügel, die das Herausfallen 
der Instrumente verhindern.


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メールアドレス KONTAKT@HELLMUT-RUCK.DE
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